第14回　施設処遇検討会議　議事録　H23.8.8

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・秋山SGM・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             小笠原嘉紀・中岫かなえ・馬渕豊子・木村春子

　　　　　　　　　　　   　（欠席者：須々田珠実・小阪和子・中村文洋・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：中岫かなえ
議題

１：大下　良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

２：小笠原　富治様（青山荘入所者様）の処遇について

１：大下　良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

①金銭管理（小遣い管理）※自炊に向けて

・継続して小遣い帳をつけていき、金銭の使い道を本人と一緒に把握し、必要であれば小遣い帳の記載方法をその都度、説明する。

・外食や惣菜などと給食サービスの経費を説明し、自炊への動機づけを図っていく。

・本人の状態を見ながら（服薬調整後を目安として）、小遣いだけでなく通帳による金銭管理への移行を検討していく。

・貯金が溜まってきていることを繰り返し説明し、過度な節約意識の軽減を図っていく。

②自炊訓練の段階的導入（基礎的な調理技能の習得）

・食事内容・食事量について本人と調理教室や他の入所者の自炊を参考にしながら決めていく。（インスタントや惣菜を活用）

・調理教室等を活用し、基礎調理技術の向上、メニューのレパートリーの拡大を図る。

※自炊訓練を実施して行き、本人から調理を取り入れたいというニーズが出てきたら、本人の状態を見ながら簡単な調理の導入も検討していく。

③服薬のステップアップチェックシートの省略

・現在、チェックシートを活用し、服薬を行っている。飲み忘れはなく、経過している。（１ヵ月半経過）主治医に情報提供を行い、本人の状態を見ながら、服薬のステップアップを図っていく。

＜評価＞
今年8月5日より延長期間に突入したことを受け、残りの入所期間内（青山荘の新体系移行が完了する平成24年3月31日）で一定の効果を上げられるような具体的かつ端的な支援を行っていく。金銭管理については、小遣い管理に職員が定期的に介入し、その使途や残金について話し合う機会を持ちつつ、本人が自分が何にどの程度お金を使っているのかを知り、職員も把握していく。自炊訓練に関しては、調理技能の習得というよりも、本人の娯楽的な領域の拡大として、本人が好きなものを購入し、食べる楽しみを持つことを支援する方針とする。自分の内的な基準のみで判断することがないよう、他入所者との集団力学を利用し、他者との比較を通して自分の領域の拡大を図る。服薬のステップアップシートの省略に関しては、服薬に関する本人のスキルの向上を図るとともに、本人とのコミュニケーションの機会としても継続していく。
また、退所後の生活へのつなぎについても具体的な支援を行う必要がある。地域生活を想定して青明舎とつなげる支援を行うことも必要だと考えられる。また、グループホームやケアホームなど、退所先となる可能性のある資源についてについて本人が理解を深められるよう、情報提供を行っていく。

２：小笠原　富治様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

①余暇活動の拡大

・定期的に面談を行って、気になる事や関心ある事の引き出しを行っていく。

・映画に興味を持っている事から新作情報や、興味を持ちそうな地域のイベントなど話題を提供し、外出の意欲を持たせていく。

・目的に合わせた公共施設の利用が出来るよう援助を行っていく。（例　図書館での本の閲覧・借用、美術館等）

・小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミュニケーション技術も視野に入れながら生活の幅を広げられるよう支援していく。

・本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりメリハリと広がりを持ってもらう。

②体調管理
（胃潰瘍の再発防止）

・食事摂取量や体重減少の確認をしていく。体調について、様子確認や見守りを行っていく。

・かかりつけの八戸赤十字病院消化器科で定期受診・検査にて経過を観察していく。
（腰痛）

・定期的な面談や声掛けから、腰痛等の状態確認を行っていく。

・床や椅子への座り方によっては、腰に負担が大きく掛かってしまうことを説明、負担が掛かりにくい姿勢や、腰痛体操等情報提供していく。
・健康プログラムでは、ストレッチ等の無理をせずに動ける運動を促していく。
（食事について）
・口一杯に詰め込んで咽こんで食べる為、危険であることを説明するともに、見守りを行っていく。
＜評価＞

　　入所から約10年経過しており、本人の能力を向上させるというよりも、余暇活動の拡大を図り、現在の生活を充実させつつ、体調管理をメインの支援項目に据えて関わっていく。余暇活動の拡大については、特に買い物について本人が達成感を得られるよう、目標を設定し遂行することで、生活に充実感を持つことができるよう支援する。体調管理については、最近は主に腰痛の訴えが目立つため、腰痛体操を定期的に徹底して行い、機能低下を防止する。












